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№７４９１（1999.8.30） 

 

 

第９回「芥川作曲賞」決まる 
 

菱沼尚子氏の作品 

「REFLEX for piano and orchestra」に 

 

 

  「芥川作曲賞」の第９回授賞曲は、８月２９日（日）午後３時より東京・サントリーホー

ルでの演奏会による公開選考の結果、菱沼尚子氏の作曲による「REFLEX for piano and 

orchestra」に決定した。同氏には、賞状とあわせて賞金５０万円が贈られた。 

  芥川作曲賞は、戦後のわが国音楽界の発展に多大の貢献をされた故芥川也寸志氏の功績を

記念して、サントリー音楽財団が日本作曲家協議会の支援を得て１９９０年４月に創設した

もの。故人の深い音楽愛、明晰な音楽観と音楽の振興によせられた熱情を追慕して、わが国

の新進作曲家のもっとも清新にして将来性に富む作品を対象に、演奏会形式により公開選考

をするという、作曲賞としてはわが国で初めてのユニークな試みとなっている。 

  なお、この日、公開選考会に先だって、第７回受賞者・川島素晴氏の受賞記念サントリー

音楽財団委嘱作「Manic－Depressive Ⅲ」の初演が行われた。 

 

▽第９回芥川作曲賞 

  菱沼尚子（ひしぬま・なおこ） 

 

＜受賞理由＞ 

  ピアノとオーケストラの斬新で熟達した書法により、みごとに統一された音楽の世界を切

りひらき、新しい大きな可能性を示した。 

 

＜略歴＞ 

  １９７０年５月８日東京都生まれ。９３年東京芸術大学音楽学部作曲科を首席で卒業、   

９５年同大学院音楽研究科作曲専攻修了。作曲を松本民之助、松本日之春の各氏に師事。    

９１年新波の会日本歌曲コンクール優秀賞。９２年毎日童謡賞最優秀賞。９２年及び９３年

名古屋文化振興賞入選。９３年＜野分＞により日本音楽コンクール作曲部門（室内楽作品）

入賞。同作品は９４年ガウデアムス国際音楽週間に入選、アムステルダムにて再演される。

９４年オーケストラ作品＜SPIRAL＞によりクイーン・マリージョゼ国際作曲コンクール優勝。

同作品はスイス・ロマンド管弦楽団により、ヨーロッパ３都市で演奏されたほか、９５年セルビ

ア国際現代音楽祭の招待作品として、ベオグラード交響楽団により再演されている。９５年

ジュネーヴ音楽院教授リオネル・ロッグ氏の委嘱によりパイプオルガン作品＜Summer Seen 

Through the Window＞を作曲、ジュネーヴ及び東京にて同氏によって初演された。９８年    

＜こひうた＞により奏楽堂日本歌曲コンクール入賞。同年＜REFLEX＞により日本音楽コン 

クール作曲部門（管弦楽作品）入賞。 
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第９回芥川作曲賞 選考経過 

 

１．１９９９年５月１０日（月）午後１時より東京紀尾井町、ザ・フォーラムにおいて第一

次選考会を開催。１９９８年４月１日より１９９９年３月３１日の間に国内外で初演さ

れた日本人作曲家の管弦楽作品を対象に選考し、芥川作曲賞にふさわしい清新にして豊

かな将来性を秘めた以下３作品を「第９回芥川作曲賞」の候補に選定した。選考委員は

石井眞木、松村禎三、湯浅譲二の３氏。（５０音順） 

 

 

●土田英介作曲      ＜ヴァイオリン協奏曲（１９９８）＞ 

                      初演：１９９８．６．１３ 室蘭市文化センター 

                            白鳥大橋開通記念「札幌交響楽団特別公演」 

                                                 （北海道新聞社委嘱） 

●久行敏彦作曲      ＜風の詩～弦楽オーケストラの為の～＞ 

                      初演：１９９９．２．１２ 旧東京音楽学校奏楽堂 

                            「フォノスフェール・ミュージカル・コンサート・シリーズ」 

 

●菱沼尚子作曲      ＜REFLEX for piano and orchestra＞ 

                      初演：１９９８．１０．１３ 東京オペラシティコンサートホール：

 タケミツメモリアル 「第６７回日本音楽コンクール本選会」 

                                                                   （演奏順） 

 

２．１９９９年８月２９日（日）、午後３時よりサントリーホールにおいて上記３曲を公開演

奏（指揮＝ 小松一彦、管弦楽＝新日本フィルハーモニー交響楽団）。演奏終了後、ス   

テージにおいて３選考委員による公開討議を行った結果、「第９回芥川作曲賞」受賞曲に

菱沼尚子氏の作曲による「REFLEX for piano and orchestra」が選定された。 

 

３．公開選考終了後直ちに同ステージにおいて贈賞式が行われ、芥川作曲賞運営委員会委員

長  岩井宏之氏により賞状、賞金（５０万円）が授与された。 

 なお、菱沼尚子氏にはサントリー音楽財団より交響管弦楽曲の新作が委嘱され、同財団

主催のコンサートで初演される。（委嘱料１００万円） 
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〔ご参考〕 

 

「芥川作曲賞」について 

 

１．名  称 

  「芥川作曲賞」 

２．選考対象 

毎年、前年の４月１日から翌３月３１日の間に国内外で初演された（放送を含む）新進

日本人作曲家による交響管弦楽曲の中からもっとも清新かつ将来性に富む作品１曲を選

定します。 

３．選考委員 

芥川作曲賞運営委員会（サントリー音楽財団と日本作曲家協議会で構成）が数名の選考

委員を委嘱します。（本年は、石井眞木、松村禎三、湯浅譲二の３氏） 

４．賞 

（1） 賞状、賞金５０万円。 

（2） 受賞作曲家に新しい交響管弦楽曲を委嘱します。委嘱料１００万円。 

（3） 委嘱作品は完成後、サントリー音楽財団の主催する公演で初演します。 

５．選考方法 

（1） 第一次選考会において候補作品数曲を選出します。 

（2） 公開演奏会形式で最終選考会を開きます。選考方法としては、まず候補作品数曲

 を一括演奏し、終了後その場で選考委員が公開討議を行ない、受賞作１作を選定、

 贈賞します。 

 

●過去の受賞者 

第１回（１９９１年）  高橋 裕 ＜Symphonic Karma＞ 

第２回（１９９２年）  山田 泉＜一つの素描 ピアノとオーケストラによる II＞ 

第３回（１９９３年）  菊池幸夫＜ピアノと管弦楽のための「曜変」＞ 

                      猿谷紀郎＜Fiber of the Breath（息の綾）＞ 

第４回（１９９４年）  江村哲二＜ヴァイオリン協奏曲第２番「インテクステリア」＞ 

第５回（１９９５年）  伊左治 直＜畸形の天女／七夕＞ 

第６回（１９９６年）  権代敦彦＜DIES IRAE ／LACRIMOSA（怒りの日／嘆きの日）＞ 

第７回（１９９７年）  川島素晴＜Dual  Personality＞ 

第 8 回（１９９８年）  伊藤弘之「２台のピアノとオーケストラのための＜シーシュポ

 スの神話＞」 

 

 

以    上 


